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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･　経過連絡票完成後、担当スタッフにメールする事。　※提出期限　7/6（金）
· 7/9（月）から新棟利用開始となる為、利用者様に伝える事。

スタッフの新棟のシュミレーション予定日（15時～17時）

7/2（月）→下館・中居・山田
7/4（水）→上平・中野渡・木村

7/5（木）→服部・小笠原・川井・月舘

· 7/14(土)までに新棟3階の床が完成し、16～17日に陶芸の釜が搬入予定。
· 7/16(月)に法人スタッフに新棟お披露目予定。見学（17時～）懇親会（18時半～）となる。法人スタッフにはメールにて案内する。
· 7/17～18に製薬会社エーザイが毎月発行する小雑誌への記事掲載の為、青陽館を取材予定。
· 精神医学会が10月に長崎で開催される。通所はプログラムをテーマにし参加予定。
 

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～「おととい掃除機をかけた。子供の物が不要か必要か仕分ける暇がない。掃除の　　

億劫さはあるが洗濯はそれほどではない。生活上、困る事はなくイライラ感もない。食事は同じようなものばかり食べている。」と話されている。

・　晴山　美智子様～体重101kg。「3ｋｇ増えた。」と少し落ち込んでいる。夜食は控えているとの事。

・　本多　富美様～デイケアは普通に過ごしていると話す。便秘の訴えあり下剤が増量され明日から普通食に変更指示あり。
＜利用者様情報＞

· 北嶋　剛様　～先週木曜日、本人様から電話があり「主治医と相談した結果デイケアを止める。」

との連絡あり。お母様に事実確認すると、しばらく、三川クリニックヘは受診しておらず、本人が自分の都合のいいように話を作ってしまうところがあるとのこと。先週金曜日には通所スタッフとの最近の電話でのやり取りについて情報確認を行っている。

⇒後日、改めてご家族へ現状について情報提供し、主治医への相談を促す。（お母様へは明日、連絡予定）デイケア退所はお母様の希望にて保留となる。
· 繁名　和恵様～昼食後、胃部不快感と頭痛訴えあり。気温の変化もある為、休養促すが、過去に作

業所（コスモス園）を利用していた際、女性メンバーに交際相手をとられたと思い違いされて叩かれた、その女性に悪い事をしたなど、急に話題を変えてこられている。現在、その女性は日赤病院入院中であるが、退院後に外来で会うのが嫌なので受診先を変更したい、「薬変えたほうが良い？」とも話されている。

→明日、青山荘担当スタッフと面談がある為、情報提供する。（転院・処方など）

　本人の訴えを聞き、不安の軽減に努め、色々な物事に対し気にしないよう促す。
· 五日市　公様～先週の受診時、主治医へ今野様との人間関係について相談したとの事。主治医から

は「難しいことを話しすぎた」といわれたという。天気の話は難しいかと尋ねてきた際、人それぞれに興味のあるなしがあること、挨拶・プログラム中の最低必要な会話はすることを助言するが、本人は「あ、そうですか。じゃぁ、そうしようかな。」と話されるが、その後もスタッフへ同様の話しかけみられる。

→訴えを傾聴し、本人のこだわりを軽減しストレスがたまらないようにする。

　（てんかん気質を考慮する）

＜プログラム検討＞

· デイナイトケアプログラム企画について

～今までは60歳から70歳代と高齢の利用者様が多く、レベル維持や身体合併症など予防的かつ生活を楽しむプログラムなど焦点が絞られていた。

～今後は年齢層が幅広くなり若い世代の利用者様も利用する可能性がある。どんな層の通所希望者様にも対応できるプログラム作りの検討が必要とされる。

· 全体のプログラムについて

～利用者様を評価し、その評価結果に基づいたグループ分けを行いプログラムを実施する。

　各セクションに、どのような人たちが利用対象になるのか考慮し、説明できるように努める。

※評価基準はデイケアに準じて作成中。










